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研究成果の概要： 
本研究は、第 2 言語コロケーション (以下、コロケーション)学習に大きな影響を与える

ことが知られている、動詞の意味ネットワーク構造と分散/集中学習要因に焦点を当て、コ
ロケーションの効果的な学習順序の提案とそのリスト作成を目的とした。2019 年度に取り
組んだ研究内容は次の３点に集約される。1.関連領域の文献調査、2.実験計画の立案・実
験で使用するコロケーション、それらを提示・テストする英文テキスト、および教材・テ
ストの作成、3.約 100 人の日本人高校生を対象とした授業実践と効果測定。これら 3 点を
もとに現在、学術論文 1 本を執筆中で、国際学会でも 1 件、口頭発表採択をされた。 
 

研究成果の学術的意義や社会的意義 
本研究により，コロケーション学習の成否に影響を及ぼす主要因が明らかになる。結果、

コロケーションをどのような順序やスケジュールで教える/学習すべきかの示唆を得られ
る。既存の単語帳や語彙リストは頻度情報や品詞、使用場面などの観点からコロケーショ
ンの配列を行っている場合が多いが、これは必ずしも学習者が覚えやすい、また学習しや
すい配列であることを示すものではない。本研究で得られた知見は、習得が難しく時間も
要するコロケーションを効率よく授業内容や教材へと反映させることに有用である。結果、
英語 4技能の伸長はさることながら、特に英語発信力・即興性の向上への貢献が期待され
る。 
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１．研究の目的 
本研究は、動詞の意味ネットワーク構造と分散/集中学習のそれぞれの要因を別個のコロ

ケーション学習システムに反映させ、コロケーション習得における各要因の相対的な重要
性を明らかにすることを目的としていた。 
 
２．研究成果 
学習されたコロケーションの記憶について 
a. コロケーション学習では、分散学習要因が語彙意味論的要因よりも優位に働くこと。 
b. 小テスト等、コロケーション学習中の正答率は最終的なコロケーション知識の獲得に

必ずしも反映されないこと。 
初見コロケーションへの既習コロケーション知識の転移について 
a. 分散学習要因、語彙意味論的要因を反映したいずれの学習条件においても、学習した

コロケーションの知識が、初見のコロケーション知識へも転移すること。 
b. 前述のコロケーション知識の転移効果は、分散学習要因の方が語彙意味論的要因より

も顕著であったこと。 
これらの成果より、分散効果を利用することで、L2におけるコロケーション知識の習得が促進される
ことが確認された。これは、draw a line, draw a bath, draw a pictureというdrawを含む3つのコロケー
ションを学習する場合、3つをまとめて同じ日に学習する（集中学習）のではなく、それぞれ別の日
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に学習する（分散学習）ことで、学習効果が高まることを意味している。 
また、本研究を通じて以下の限界・将来的に検討すべき課題も明らかとなった。 
1. 親密度や頻度、意味的透明度など、各コロケーションを構成する個々の動詞や名詞の

持つ言語学的情報をより詳細に統制・再検討する余地がある。 
2. 同じ動詞で構成されるコロケーションの分散間隔を伸ばすことで、学習効果が向上す

る可能性がある。 
 これらの点を考慮し、現在第 2実験を実施、その結果を分析中である。 
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